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0．はじめに

日本語教育に携わるということは，学習者に一方的

に日本語の知識を伝えるだけではなく，常に学習者と

の相互的な異文化間コミュニケーションを実行するこ

とが要求される。コミュニケーションにはどんな場合

でも，ある種の異文化性が関わっていると考えること

も可能であるが，日本語教師と留学生の間のコミュニ

ケーションほど，それが大きく関わるものもないだろ

う。私たちは，特に異なる文化に属する人をステレオ

タイプ化して整理してしまいがちである。自分にとっ

てなじみのないものや理解が容易でないものを，その

ままの形で保持することは耐え難く，早く理解可能な

ものとして処理してしまいたいと思うからである。そ

の時，手近なステレオタイプを利用するのが手っ取り

早い。しかし，それはコミュニケーションというより

は，むしろコミュニケーションを拒否するものになっ

てしまうと言わねばならない。その時々の一回限りの

やりとりが作り出す，個別性，唯一性，新奇性を見る

ことなく，既存の分類枠へ放り込み，そのまま打ち捨
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ててしまうからである。その意味で，望まれる異文化

間のコミュニケーションにおいては，このカルチャー・

ステレオタイプに対して，常に慎重かつ反省的でなけ

ればならないだろう。

本稿は，日本語教師，あるいは日本語教育を専攻す

る学生が，カルチャー・ステレオタイプに対してどの

ような意識をもっているかということについて調査し

たものを報告するものである。

1．アンケート資料の概要

本調査は，日本語教師や日本語教育を専攻する学生

が，カルチャー・ステレオタイプに対してどのような

恵識をもっているかを明らかにすることを目的として，

アンケート形式によって行われた。被調査者は広島，

岡山，愛媛，京都，大分の各府朗に在住の日本語教師

ならびに日本語教育を坤攻する大学生，大学院生，計

117名で，アンケートの回収率は77．8％（91名）であっ

た。本調査は知人を介しての調査であり，また調査後

のフォローアップインタビューのため記名式であった。

それらが，回答内容に少なからず影響を与えたことは

否めない。それらを考慮して，考察しなければならな

いだろう。調査は2002年5月から6月にかけて実施さ

れた。本稿で取りあげるのは，その内の留学生に対す

るカルチャー・ステレオタイプの部分である。

なお，調査に先立ち，カルチャー・ステレオタイプ

については，次のような解説が提示された。

カテゴリーが細分化されず，固定的にとらえられ，

新しい経験に遭遇しても修正されにくいとき，この

カテゴリーと結びついている所信をステレオタイプ

と呼ぶ。そして，ある文化的集団の属性を固定的に

とらえ，新しい真実に遭遇しても修正されにくい，

膠着化したカテゴリーと結びついている所信をカル

チャー・ステレオタイプと呼ぶ。

回答者91名の日本語教授経験は以下の通りであった。

経験の長さにより3グループに分けた。

短期経験者25名　　経験なし……………………12名

半年以下……………………5名

半年以上1年未満…………8名

中期経験者25名　1年以上2年未満…………8名

2年以上3年未満…………6名

3年以上4年未満…………11名

長期経験者41名　　4年以上5年未満…………6名

5年以上……………………35名

2．カルチャー・ステレオタイプに
対する全体的な意識傾向

回答者たちは，カルチャー・ステレオタイプに対し

てどのような意識をもっているか。アンケートでは，

以下の（1）から（4）の内で正しいと思うものに○をつける

よう指示された。（5）から（7）は，（4）を選択した場合のみ

回答する質問項目である。結果は以下の通りであり，

回答者たちは，「カルチャー・ステレオタイプは危険

である」と考え，「低減させる必要があり」「努力すれ

ば低減できる」と考えているということができる。

（1）カルチャー・ステレオタイプは有益である

（2）カルチャー・ステレオタイプは危険である

（3）カルチャー・ステレオタイプを低減させる

必要はない

（4）カルチャー・ステレオタイプを低減させる

必要がある

3人

40人

12人

48人

（5）カルチャー・ステレオタイプは努力しても

低減できない……………………………0人

（6）カルチャー・ステレオタイプは努力すれば

低減できる

（7）わからない

但し，最も多く選択された項目でも91人中48人

（52．7％）で，概してこれらの質問項目の回答率は低か

った。さらに最初の2つのペアは2着択一なものとし

て想定されていたにもかかわらず，（1）と（2）を，あるい

は（3）と（4）を同時に選択した回答者も，わずかながらい

た。これらを考え合わせると，カルチャー・ステレオ

タイプは簡単に善し悪しの判断ができない，難しい問

題であることが見てとれる。

このような事情の中で，このアンケートに答えるこ

とは，場合によっては自分がカルチャー・ステレオタ

イプをもっていることを認めることになったり，ある

いは，カルチャー・ステレオタイプをもつことを仕方

のないことと容認することになる可能性があるという

意味で，とまどいや抵抗感があった人も少なくないの

ではないかと思われる。中には「ステレオタイプをも

たないようにしていますから，思いつきません」「自

分のステレオタイプをこういう調査の形で表現するこ

とには抵抗を感じるので，書けません」と記載された

ものもあった。また，以下でも見るが，ステレオタイ

プとして記載された内容が，概して肯定的な記述が多

かったのも，このような意識の現れだろうと思われる。
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カルチャー・ステレオタイプの問題は，多くの場合，

肯定的側面よりはむしろ否定的な側面を誇張し国定化

した場合に，より表面化されやすく，また重大なもの

になりやすい。その意味では，この調査の回答は，意

識的に否定的な記述が避けられたという印象があるが，

反対にそれが，回答者達の「カルチャー・ステレオタ

イプは危険であり，低減させる必要がある」という思

いを表していると思われる。

日本語教授経験の長短による違いは表1に示したと

おりである。差はほとんどない。但し，わずかではあ

るが，短期経験者グループに，カルチャーステレオタ

イプが有益であると考える人が多く，それに連動して

「低減する必要あり」「低減できる」と回答した人が

少ない。短期経験者には，いまだカルチャー・ステレ

オタイプの問題性に直面していない人がいるのかもし

れない（図1参照）。

表1．日本語教授経験の長短から見たカルチャー

ステレオタイプに対する意識の比較

回答者
短期 中期 長期

合 計ルー プ 経験

者

25 名

経 験

者

25 名

経験 者

貸間 項目
4 0名

（1）有益 2 0 l （ O j ） 3

（2）危険 10 1 1 19 （1 1．9） 4 0

（3）低減の 必要な し 4 3 5 （ 3．1） 12

（4）低減 の必要あ り 11 14 2 3 （14．4） 4 8

（5）低 減で きな い 0 0 0 （ 0．0） 0

（6）低 減で きる 7 12 2 1 （13．1） 4 0

（7）わ か らない 3 2 2 （ 1．3） 7

合 計 3 7 42 7 1 （ヰI．4） 150

0内はび名で換算した数字

3．肯定的カルチャー・ステレオタ
イプと否定的カルチャー・ステ
レオタイプ

際どのようなものがあがったかを見ていこう。ここで

は，調査の中から，「日本人」と「留学生（中国系，

英語圏，韓国系，南米系，アフリカ系）」に対する記

述部分を取りあげる。この質問では，回答者たちは以

下のように自由記述をしながら文を完成させることが

求められた。

日本人は　　　　　　　　　　　である。

中国系留学生は　　　　　　　　である。

英語圏の留学生は　　　　　　　である。

韓国系留学生は　　　　　　　　である。

南米系留学生は　　　　　　　　である。

アフリカ系留学生は　　　　　　である。

日本語教師たちは，自分を含めた日本人自身と，日々

接している留学生たちに対してどのようなカルチャー・

ステレオタイプをもっているのだろうか。個々の記述

内容は，実にバラエティに富んでいた。ここでは，そ

れを肯定的評価と否定的評価に分類したものを比較し

ながら考察していく。

肯定的評価と否定的評価の分類は，以下の手順によっ

て行った。分類は筆者と2人の日本人学生の3名で行っ

た。3名がまず個別で分類し，それを照らし合わせた。

多くは同じ判断であったが，異なる場合には円皮話し

合い，いずれかに分ガルた。どうしても分類できない

ものは，「その他」とした。肯定的評価，否定的評価，

その他は以下のような特徴をもっていた。

（1）肯定的評価：短く単語で表現されやすい。

勤勉，真面目，親切　繊細　謙虚，清潔，需用，

協調的，奥ゆかしい，おとなしい，など。

（2）否定的評価：長く，句や文で表現されやすい。

自己表現が下手，情に流されやすい，習うこと

と考えていることが追う，知らない人には無礼，

人生の楽しみ方を知らない，お金のことばかり

では次に，カルチャー・ステレオタイプとして，突　　　　　考えている，など。

図1．日本語教授経験の長短から見たカルチャーステレオタイプに対する意識の比較
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留学 生 に対する ス テ レオ タ イプ　　　　　　　　　　　　　　　 ii：】 ■ 肯定的評価

田 否定裾 平価

田 そ の他

［ヨ 記載な し

日本 人 に対 す るス テ レオ タ イプ － i悪 主寝 室意 意 義 露 茎達揖 星‡吊 蔓＝：】

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10 0
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図2．日本人と留学生へのステレオタイプの比較

なお，否定的表現には，さらに以下の特徴が重なっ

ている場合が多い。

（2－1）否定的な意味の文字（閉．消，下，苦，無，

非，不，など）を含む語：閉績的，消極的，自

己袈現が下手，非個性的，不器用，など。

（2－2）否定的な意味をもつ語尾（～ない，～にくい，

～すぎる，だけ，ばかり，など）を含む語：

ものを言わない，自分の意見をもっていない，

よそ者になじみにくい，働きすぎる，自分の主

張だけは言う，お金のことばかり考えている，

など。

（3）その他：骨定・否定の判断ができなかったもの。

金持ち，腕曲的な断りを望みやすい，外国人か

ら話しかけられると因る，一人っ子，みんなが

撮まってよくパーティをしていそう．みんな自

転串に乗れる，見た目がよく似ている，漢字が

分かる，など。

これらの基準によって分封ルたところ，以下の結果

を得た。

日本人に対するステレオタイプ（91人分91件）

骨定的評価　　20件

否定的評価　　59件

その他　　　　8件

記載なし　　　4件

留学生に対するステレオタイプ

（91人分×5系コ455件）

肯定的評価　　249件

否定的評価　　75件

その他　　　　23件

記載なし　　108件

これを見ると，回答者たちは，概して日本人自身に

対しては否定的な評価のステレオタイプを，そして留

学生に対しては侍定的な評価のステレオタイプをもっ

ていることがわかる（図2参田）。後者に関しては，

先に見たように，カ／レチャー・ステレオタイプをもた

ないようにする姿勢と関係があるように思われる。前

者に関しては日本の文化を特徴づける「自らを低める

傾向」の現れかとも思われるが，むしろ，常日頃頻繁

に接触する身近な人間に対しては，概して否定的創面

を見てしまいがちであることの現れだろう。

これは，日本語教授経験の長短による茫からも，裏

付けられるだろう。図3が示すとおり，留学生に否定

的評価のステレオタイプをもちやすいのは，敬礼　中

粕経験者よりは長期経験者であり，接触が増えると否

定的評価が増えるという関係が見てとれる。

4．留学生の出身地とカルチャー・
ステレオタイプ

ところで，上で見た留学生に対する肯定的，否定的

評価は，留学生の出身地によって違いがあるのだろう

か。表2は，留学生の出身地別にそれを整理したもの

である。
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表2．留学生の出身地別に見たステレオタイプの

肯定的評価と否定的評価の比較（件数）

‾ レ オ タ イ プ 肯 定 的 否 定 的 そ の 他 記 載

出 身 地　　　　　 ♯ 評 価 評 価 な し

中 国 系 留 学 生 4 5 2 6 7 13

英 語 圏 留 学 生 4 2 25 6 18

韓 国 系 留 学 生 5 4 18 3 1 6

南 米 系 留 学 生 5 7 5 2 2 5

ア フ リ カ 系 留 学 生 4 7 4 5 35

合 計 2 4 5 7 9 2 3 1 08

これを見ると，中国系，英語圏，韓国系の留学生と，

南米系，アフリカ系留学生の間に線を引くことができ

る（図4参照）。中国系，英語圏，韓国系の留学生に

は，否定的評価がかなりあるが，南米系，アフリカ系

留学生には否定的評価はごくわずかしか見られない。

これを額面通りに受けとるべきかどうか，迷うところ

である。特に南米系，アフリカ系では，「記載なし」

の割合が多い。これらの系の留学生については，「よ

く分かりません」「知りません」「見たことがない」な

どのコメントがあり，それ故の「記載なし」である可

能性を考えると，あまり接触したことのない留学生に

否定的な評価のステレオタイプをもつことはなく，む

しろ，常日頃接触することの多い留学生に対して否定

的な評価をする傾向があるということになる。

日本語の教授経験という視点から見れば，図5－1～

5－3が示すように，教授経験が長くなるにつれ否定

的な評価のステレオタイプが多くなるのは，中国系，

英語圏，そして韓国系の留学生に対してであることが

分かる。南米系とアフリカ系の留学生に対する評価に

変化は見られない。先にも述べたが，ここでも接触の

多い留学生に対しては否定的評価が増え，しかも接触

期間が長くなるほど否定的評価をする人の数も増える

ことが見てとれる。
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図5－3

図5－1－5－3．日本語教授経験の長短による留学生の出

身地別ステレオタイプの肯定的評価と否

定的評価の比較

カルチャー・ステレオタイプについての意識という

点では，教授経験の長短による違いはほとんど見られ

ず，どのグ／レープもー様に，カルチャー・ステレオタ

イプを危険なものと見なし，低減する努力の必要性を

訴えていた。にもかかわらず，教授経験が長くなると，

実際には否定的評価のステレオタイプをもちやすいと

いう結果が得られた。接触の頻度が高くなるほど否定

的な側面に敏感になること自体は避けられないことか

もしれないが，それが異文化間のコミュニケーション

を不幸なものにしてしまうとすれば，問題である。こ

図4．留学生の出身地別ステレオタイプの比較
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こで得られた結果は，カルチャー・ステレオタイプを

低減するためのトレーニングは，教授経験がある程度

長くなった段階でこそ，必要だということを示唆して

いると害える。

5．パーソナリティについての回答結果

今回のアンケートでは，最後に「あなたはどんなタ

イプの方ですか？」という問いかけをしている。日本

語教師達は，自分たちをどんなタイプであると考えて

いるのだろうか。間いかけでは以下の6点があげられ，

適当なものに○をつけるよう指示されている。○をつ

けた回答者数とともに示す。

（1）世代や国籍などに関係なく，いろいろな背京の

人と接することに意欲的である

以下「意欲」と略…‥…＝……‥61人

（2）外国にあこがれをもっている

「あこがれ」……………………24人

（3）外国人に抵抗感や迎和感がある

「迎和感」…‥‥………………‥5人

（4）人の意見に形甘されやすい

「影響」……………‥＝………‥20人

（5）将来外国で仕事がしたい

「外国」…………………………33人

（6）外国人と関わる概会の多い仕事につきたい

「外国人」………………………45人

ここから，回答者たちは，外国人への抵抗感や違和

感がなく，かれらとの接触に意欲的であり（67．0％），

外国人と関わる仕事を望んでいる（49．5％）ことが分

かる。これらの点に比べて，「外国人にあこがれをもっ

ている」（26．4％）や「将来外国で仕事がしたい」

（36．3％）という割合が少し減るのは，実際的な経験

から来る現実に即した回答なのかもしれない。

図6は，日本語の教授経験の長短とそれぞれの項目

を選択した割合との関係を示したものであるが，第－

に目につくのは，教授経験が長くなると，これらの項

目の選択数が減っていくことである。それは主に外国

人に対するあこがれと外国人と接する仕事につきたい

という願望の減少によって引き起こされている。現実

を知っていく過程で生じる，考えられる変化である。

先に留学生へのステレオタイプのところで見たのと同

様の傾向である。しかし，そのような変化の中で「い

ろいろな背玉tの人と接することに意欲的である」とい

う項目だけが，変化せず，一定立に保たれていること

は，災文化間コミュニケーションの現場にいる日本語

教師として，大変望ましい結果である。

6．まとめ

以上，見てきたことをまとめると以下のようになる。

（1）回答者たちは，カルチャー・ステレオタイプに

対して，危険であり，低減する必要があり，努力

すれば低減できると考えている。

（2）回答者たちは，日本人自身に対しては否定的な

評価のステレオタイプをもつ傾向があり，留学生

に対しては肯定的な評価のステレオタイプをもつ

傾向がある。

（3）回答者たちは，中国系，英語圏，韓国系の留学

生に対しては，南米系，アフリカ系の留学生に対

してよりも，否定的な評価のステレオタイプをも

つ傾向がある。接触機会の多い留学生に否定的評

価のステレオタイプをもちやすいと言える。

日本語教授経験の長短との関係では以下のことが見

てとれた。

（4）日本語教授の経験が長くなると，留学生に対し

て否定的な評価のステレオタイプをもちやすい。

（5）それは，接触が少ないと思われる南米系，アフ

リカ系の留学生に対してではなく，接触の多い中

国系，英語圏，帝国系の留学生に対して見られ

る傾向である。

図6．日本語教授経験者別に見た自己パーソナリティ
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（6）回答者たちの約7割が，いろいろな背景の人と

接することへの意欲をもち，これは日本語教授の

経験の長さには影響されず，一定割合が保持され

ていた。

（7）外国人と関わる仕事につきたい，外国で仕事が

したいなどの原望や外国へのあこがれなどは日本

語教授経験が長くなると減少する傾向があった。

私たちは，知らない問にカルチャー・ステレオタイ

プをもち，新しい経験を簡単にそれを用いて整理して

しまいがちである。ただ，それを意識しているかいな

いかということは，重要な点であろう。ここで調充を

した日本語教育に関わる人たちのほとんどは，それに

対して意識的であり，できるだけもたないよう，また

それを低減する努力が必要であると考えている。接触

の少ない国の留学生には措定的な評価をし，また経験

が浅い問は肯定的な評価をするという傾向がそれを物

語っている。接触の多い国の留学生に対してや，多く

の経験を重ねていく過程で否定的な評価が増えるのは

仕方がないだろう。その点で外国や外国人への素朴な

あこがれや熱望は減少していくものの，外国人との接

触自体への意欲が減少することなく，保持されていく

様子が見てとれたのは，心強い結果であると言わねば

ならない。それ故にこそ，カルチャー・ステレオタイ

プを低減するための適切かつ効果的なトレーニングが

重要である。

また本調査は，カルチャー・ステレオタイプについ

ての意識を調査したものであり，これと，実際のコミュ

ニケーションの場でどのようにそれが実践されている

かということとは，また別のことである。意識調査の

結果だけで安心できないのが，カルチャー・ステレオ

タイプの根の深さである。実際の会話場面でカル

チャー・ステレオタイプがどのように利用され，どの

ように機能していくかについても，同様に明らかにし

なければならないが、それは今後の課題である。

付記：本研究は平成13～14年度文部科学省科研基盤

研究（CX2）「留学生のカルチャー・ステレオタイプとそ

の対処法に関する研究－ジャーナルの談話分析－」

（課題番号：13680358，代表者：倉地暁美）の助成を

受けて行われた。また，アンケートへの協力者91名の

方には，心より感謝する。
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